
「プロジェクト4.1研究」 
○プロジェクト・ガブリエル(Project Gabriel)：1949 ～1953 

 1949年、オークリッジ米国立研究所のニコラス・スミス博士が、核爆発による放射性核種のなかで

もっとも危険なものはストロンチウム90と結論し、ランド・コーポレーション(Rand Corporation)が
1952年に米原子力委(AEC) と契約し、独自研究として契約始める。 
 目的は、通常戦で使われた核兵器爆発の破片の放射性降下物による放射線傷害の評価研究と、複数の
核兵器使用による放射性降下物による特定地域への長期的影響の研究。 
 約100カ所（半分はアメリカ国内）に放射性降下物を捕える粘着テープなどを設置する。 
 

○プロジェクト・サンシャイン(Project Sunshine)：1953～1957 

 1953年夏、プロジェクト・ガブリエルの見直し会議が開かれ、ストロンチウム90の世界規模の拡散

と影響の研究としてプロジェクト・サンシャインに引き継がれる。調査研究はランド・コーポレーショ
ンが継続して行う。 
 研究目的に、ストロンチウム90の対流圏での動きと世界各地への拡散状況、世界各地の人骨を集めて
蓄積量とその影響を調べる。 
 

○モニタリング・ポストの増設 
 1952年11月1日の最初の水爆実験前、モニタリング・ポストは世界の111カ所に設置。 
 1954年3月からのキャッスル作戦前には世界122カ所に設置。 
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「プロジェクト4.1研究」のはじまり 
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ロスアラモス研究所の
物理学者で、水爆実験
の科学司令官の一人、
ウィリアム・E・オグ
ルが1953年2月4日
付で作ったキャッスル
作戦の実験概要では、
プログラム４の「生物
医学研究」に、「ネズ
ミを使う中性子線被ば
く線量測定」とされた。 
 
資料は全文6ページ、
うち2ページの一部と
3ページは削除されて
いる。 

1953年11月10日付の
キャッスル作戦科学プログラ
ム概要では、プログラム４の
「生物医学研究」のプロジェ
クト・ナンバー4.1として
「高爆発威力の放射性降下物
によるベータ線及びガンマ線
で著しく被ばくした人間の反
応研究」明記されている。 
この資料では、プログラム４
「生物医学研究」の項目に
「個別の登録として添付」の
書き込みがある。 
 
資料は全文24ページ（削除
はない）。 
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1954年10月31日作成のプロジェクト
4.1研究の最終報告書のタイトルは、 
「放射性降下物で偶発的に著しく被ばくし
た人間の反応研究」となっている。 
右ページは、放射性降下物をあびたロンゲ
ラップ島住民82人の白血球数、リンパ球数
など血液検査の一覧表。 
82人の人びとを、5歳以下、5歳から15歳、
15歳以上の3つのグループに分けて表記し
ている。左端の番号は82人につけられた客
体番号（資料は全文94ページ）。 
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1997年、キャッスル作戦などに関するアメリカの核実験に関する公文書の機密扱いが解除され、入手したマー
シャル諸島政府は分析を始めた。これをきっかけに朝日新聞の記者はワシントンとマジュロで取材し、1998年1
月5日から8日までの『朝日新聞』に記事を掲載した。また、19997年12月に、プロジェクト4.1研究の主任医師
だったユージン・クロンカイト医師のインタビューも掲載した。（左は、水爆ブラボーの放射性降下物をあび火傷
をおった部位を検査されるイロシ・ケペンリ。イロシは10年後、中学校卒業後に亡くなった。死因は不明） 
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水爆ブラボー実験の放射性降下物の拡散状況とアメリカでの被害想定 
 
左は、1954年3月31日に現地作戦本部からワシントンの原子力委員会生物医学局に送られた水爆ブラボー実験60時
間後の放射性降下物の拡散状況の手書き地図（全文3ページ）。右は、同規模の水爆がワシントンに落とされ、北東方
向に放射性降下物が拡散した場合の仮想被害図。防御をしない場合、フィラデルフィア市市民の約半数が死亡するとし
ている（全文6ページ）。 
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プロジェクト4.1研究の補遺（補完資料） 
左は、1955年3月、被ばくした人間の体内放射線被ばくの危険性と性質の調査、被ばくした動植物、食用植物、
土壌、井戸水などの汚染状況を調べた報告書（全文51ページ）。中央は、1955年4月のロンゲラップ島住民の被
ばくから半年後の健康状態の報告と長期検診のための資料（全文41ページ）。右は、1955年12月に作成された
プロジェクト4.1研究最終報告書への追加報告書（全文21ページ）。 
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1957年3月に作られたプロジェクト4.1研究補遺は、被ばくしたロン
ゲラップ島住民の被ばく時の行動や避難されるまでの食事の内容、家屋
や村のたたずまいなどから人びとの体外、体内被ばく量を算出する基礎
調査の報告書の一部（全文46ページ）。 
左下は、1957年4月、シカゴのアルゴンヌ研究所のホールボディカウ
ンターで体内の放射能検査をうける当時の村長ジョン・アンジャイン
（ジョン・アンジャインらが最初のホールボディカウンター検査をうけ
たのは1955年4月で、当時アルゴンヌ研究所では日本を含む19カ国の
留学生による「第1回国際原子力科学技術学校」が開かれていた）。 
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1957年6月、ブラボー実験で被ばくし
た体内被ばく者4人を含むロンゲラップ
島住民86人と、実験当時ロンゲラップ島
以外の他の島に出かけていた164人が、
「安全」とされる故郷ロンゲラップ島に
帰った。左下は、村に作られた診療所前
で星条旗をあげる村長ジョン・アンジャ
インなど。 
帰郷後、早産や流産、ついで1963年の
検診で2人の女の子に甲状腺異常がみつ
かり、以後、恒常的（右端）となった。 

1957年6月、故郷ロンゲラップ島に帰る－新たな実験のはじまり 
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「もっとも価値ある環境放射能データを提供する」 
 

1958年3月31日、被ばくしたロンゲラップ、ウトリック
島住民の定期検診を行っている米国立ブルックヘブン研究
所が発行した「放射性降下物による被ばく３、4年後のロ
ンゲラップ、ウトリック島住民の検診報告書」（全文67
ページ）に記された、1957年6月のロンゲラップ島住民
の帰郷目的。 
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“放射能に汚染された故郷ロンゲラップ島に帰るか、他人の島に住みつづけるか” 
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